
会議名等 令和元年度 第６回海老名市子ども・子育て会議 

日 時 令和２年１月 20 日（月） 10:00～11：00  

場 所 えびなこどもセンター201 会議室 

出席者 委 員：中尾 隆徳 委員、米山 稔 委員、小島 良之 委員、櫻井 慶一郎 委員、 

渡部 洋子 委員、坪井 初音 委員、白倉 博子 委員、梅崎 玲子 委員、 

遠藤 俊枝 委員、難波 光子 委員、畔上 由紀 委員、久保 美絵 委員、 

西國 佐知 委員 

（欠席：水上 信一 委員、鍵渡 香代子 委員、） 

事務局：保健福祉部次長（子育て担当）小澤 孝夫、こども育成課長 本木 大一、 

こども政策係長 尾内 速斗、主任主事 林 健太 

傍聴者：０名 

１ 開会 

２ 議題 

【報告事項】第２回パブリックコメントの結果報告 

① 報告内容 

（事務局） 事務局より報告 

② 質疑応答 

（委 員） マンション建設時に入居者の年齢層は把握しているのか。 

（事務局） 若い世代が購入されているようではあるが、実績として数字は持っていない。 

【審議事項】第２期海老名市子ども・子育て支援事業計画素案について 

① 素案に対する委員からの意見 

（委 員） 他市に比べて入所会議の時期が早い。開発中のマンションの入居予定者は工期が

遅れる可能性もあり、入所申し込みの〆切までに引っ越せるか確定していない方が

いる。そういった方から、いまになって保育園に入りたいという相談をいただく。

（事務局） 待機児童を減らし、最終的にゼロとなるように計画を進めていく。個々の事務手

続きの改善については、本会議では取り扱う立場にない。 

（委 員） 保育園・幼稚園へのパトロールは、学童と同様に行われているのか。パトロール

をすることによって、本当に安全が確保できると考えているのか。 

（事務局） 同じやり方ではないが、直接園を巡回している。あくまでも、抑止力としての効

果を期待しているものである。普通に青パトを見掛けるようになることで、多くの

市民等への安心につながり、一部の心ない人達への抑止につながるものと考えてい

る。なお、個々の事務内容の改善については、本会議では取り扱う立場にない。 

（委 員） 計画と現実の問題の乖離はたくさんあるかと思われるが、事業の趣旨が計画に反

映されているかということが大事である。事業内容や運用についての意見はあるに

しても、事業そのものが計画に反映されているのであれば、計画策定後であっても

弾力的な運用は十分に可能であると考えていくことでよいか。 



（事務局） その通りである。 

（委 員） 素案の P29 の「財政支援の充実」では固い感じがするので、「経済的支援」にして

もいいのではないか。 

   （事務局） 経済的支援に修正する。 

   （委 員） 支援事業№39の紙オムツ支給事業については、令和３年から見直しとなっている

が、サービスの低下を感じさせない内容としてほしい。 

   （事務局） 事業の見直しについては、しっかりと検討して利用者がサービス低下を感じさせ

ないようにしていく。 

   （委 員） 計画には難しい言葉が出るので、用語集を作れば読者も分かりやすいと思う。 

   （事務局） 市民の方に分かりやすい計画となるよう用語集を作成していく。 

   （委 員） 保育施設を増やすなど充実しているが、どこかで需要が減っていくため、計画を

どのように見直していくのか。 

   （事務局） 人口の変化など、環境に応じて計画の見込みなどを見直していく。 

   （委 員） 保育園の人員確保も難しいと思われるが、どのように市は対応していくのか。 

   （委 員） 保育士が足らない現状はあるが、どの程度足りないかを想定するのは難しい。状

況を見ながらフレキシブルな対応が必要になってくるかと思う。計画としては、環

境の変化や利用者等の意向に柔軟に対応されたいという文言が答申の中に入って

くるべきであると考える。 

   （委 員） 保育園や学童保育で働く者の人員確保をすること、または今いる人材をとどめる

ための施策をしていかないのか。 

   （事務局） 利用者の需要に対して人員不足とならないような計画となっている。保育園や学

童保育での待機児童がいないようにすることやサービスの質が保たれるように努

める。 

   （委 員） 学童保育の施設が増えていく計画となっているか。 

   （事務局） 素案 P50-51 にあるとおり、見込んでいる。 

② 審議結果 

審議事項について了承を得られた。 

３ 第２期海老名市子ども・子育て支援事業計画策定に向けた答申 

  委員において、本計画の素案について、その内容は妥当とする旨了承いただく。加えて、附帯意

見について整理を行い、最終的な答申書については、正副委員長に一任となった。 

４ 閉会 


